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(57)【要約】
【課題】
　本発明の課題は、タバコ葉自体に含まれる有害物質及び発癌物質を少なくする方法を提
供することにある。
【解決手段】
　本発明は、裁刻されたタバコの葉を溶剤によって洗浄することで、有害物質及び発癌物
質を予め除去することができ、有害物質及び発癌物質の少ないタバコ葉を製造することが
できる。この製造されたタバコ葉により作られたタバコは、喫煙時の主流煙及び副流煙に
含まれる有害物質及び発癌物質の量が少なくなり、摂取する有害物質及び発癌物質の量が
従来に比べて少なくなる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　裁刻されたタバコの葉を溶剤で洗浄することを特徴とするタバコ葉の製造方法。
【請求項２】
　前記溶剤は、エタノール溶液であることを特徴とする請求項１に記載のタバコ葉の製造
方法。
【請求項３】
　前記溶剤は、５０％以上の濃度のエタノール水溶液であることを特徴とする請求項１に
記載のタバコ葉の製造方法。
【請求項４】
　裁刻された前記葉は、前記溶剤による洗浄の前に水で洗浄されることを特徴とする請求
項１に記載のタバコ葉の製造方法。
【請求項５】
　前記溶剤で洗浄された前記葉に香料を添加することを特徴とする請求項１に記載のタバ
コ葉の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、喫煙時にタバコ葉から発生する煙に含まれる有害物質及び発癌物質の量が少
ないタバコの製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　タバコは、１５世紀末に西洋にもたらされて以来、世界中に広まり、近年その健康上の
問題点が指摘されているにもかかわらず、根強い嗜好品として愛用され続けている。通常
、タバコは、熟成した複数種類のタバコ葉をブレンドし、裁刻した後、香料や水分が添加
される。そして、裁刻されたタバコ葉は、同じ葉で巻かれた葉巻タバコや、パイプや煙管
を使用して嗜好されているが、紙に裁刻されたタバコ葉を巻いた紙巻きタバコが最も一般
的である。
【０００３】
　しかしながら、このような、タバコの主流煙には、一酸化炭素やシアン化水素をはじめ
として、ニコチンやタールといった有害物質、及び、ベンゾピレンやニトロソアミンとい
った発癌物質が含まれていることが明らかになっている。そして、これら有害物質及び発
癌物質は、呼吸器系や循環器系の疾患にとどまらず、発癌の原因となっていることが疫学
調査により判明している。このような有害物質及び発癌物質は、副流煙にも含まれており
、排煙を吸い込む喫煙者の周囲の者の健康も害していることがわかっている。
【０００４】
　このような問題を解決するために、例えば椰子殻の加工物を利用した紙巻きタバコが提
案されている（例えば、特許文献１参照）。これは、喫煙によって椰子殻の加工物が炭化
することで活性炭が生成されることを期待したもので、この活性炭が煙に含まれる有害物
質及び発癌物質を吸着することで、健康を害するおそれを緩和することを目的としたもの
である。
【特許文献１】特開２００１－２５２０６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１をはじめとする有害物質及び発癌物質の摂取を抑制する方法
が提案されているものの、タバコ葉自体に含有する有害物質及び発癌物質を直接除去する
ものではないため、喫煙により発生する煙中の有害物質及び発癌物質の問題は、根本的に
解決されていない。
【０００６】
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　そこで、本発明は、上記実状に鑑み、タバコ葉自体に含まれる有害物質及び発癌物質を
少なくする方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のタバコ葉の製造方法は、裁刻されたタバコの葉を溶剤で洗浄することを特徴と
する。
【０００８】
　本発明のタバコ葉の製造方法によれば、裁刻された葉を溶剤に投入し、葉を洗浄するこ
とにより、有害物質及び発癌物質を相当程度溶剤中に溶出除去することができる。すなわ
ち、有害物質及び発癌物質の少ないタバコ葉を製造することができる。この製造されたタ
バコ葉により作られたタバコは、喫煙時の主流煙及び副流煙に含まれる有害物質及び発癌
物質の量が少なくなり、摂取する有害物質及び発癌物質の量が従来に比べて少なくなる。
【０００９】
　本発明のタバコ葉の製造方法における溶剤にはエタノール溶液が使用できる。葉に含ま
れる有害物質及び発癌物質には脂溶性のものと水溶性のものが含まれている。エタノール
溶液を使用することにより、脂溶性あるいは水溶性の有害物質及び発癌物質をエタノール
溶液中に溶出除去することができる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、裁刻されたタバコの葉を溶剤によって洗浄することで、有害物質及び発癌物
質を予め除去することができ、有害物質及び発癌物質の少ないタバコ葉を製造することが
できる。この製造されたタバコ葉により作られたタバコは、喫煙時の主流煙に含まれる有
害物質及び発癌物質の量が少なくなり、摂取する有害物質及び発癌物質の量が従来に比べ
て少なくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、本発明のタバコ葉の製造方法の工程図である。本発明において、葉とは、タバ
コの葉のことを示し、乾燥、熟成の工程を経て、裁刻された状態のものである。本発明に
おいて、タバコ葉とは、以下に説明する各工程での処理後の葉のことを示す。通常、この
タバコ葉を紙で巻くことで紙巻きタバコとなる。本発明は、裁刻された葉を溶剤で洗浄す
ることによって、葉自体から有害物質及び発癌物質を溶出除去したタバコ葉を製造する方
法に関するものである。
【００１２】
　喫煙時の煙の中には、タール、ニコチン、アルデヒド類、アセトン、アンモニア、シア
ン化水素、一酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物、フェノール類等の有害物質や、ベンゾ
ピレン、ニトロソアミン類、キノリン類、ヒドラジン、２－ナフチルアミン、４－アミノ
ビフェニール、ｏ－トルイジン等の発癌物質が含まれている。これら有害物質及び発癌物
質の多くはもともと葉中に含まれている。
【００１３】
　本発明のタバコ葉の製造方法は、図１のように、裁刻された葉を溶剤に浸漬し、葉を溶
剤によって洗浄する。この洗浄により、裁刻された葉から有害物質及び発癌物質を除去す
ることができる。この工程で使用される溶剤は、葉に含まれる有害物質及び発癌物質と親
和性があり、これらを抽出できるものであればどのようなものであってもよいが、毒性の
ないものが好ましい。
【００１４】
　葉を浸漬させるエタノールの濃度は、製造されるタバコ葉の乾燥や嗜好成分の保持等を
考慮して適宜変更可能であるが、５０％以上の濃度を有するものが好ましい。エタノール
の濃度が５０％以上であれば、有害物質及び発癌物質を葉から相当量溶出除去できる。ま
た、タバコ本来の風味が失われず、処理後の乾燥処理を容易にすることができる。
【００１５】



(4) JP 2008-125498 A 2008.6.5

10

20

30

40

50

　裁刻された葉は、例えば４０時間のように所定時間溶剤に浸漬させた後、葉を引き上げ
、付着した溶剤を除去する。この脱溶剤の工程では、遠心濾過器を使用することができる
。この遠心濾過器を使用することで、浸漬後の葉から溶剤を迅速に除去することができる
。そして、脱溶剤を行った後、乾燥させる。
【００１６】
　乾燥後、香料を添加することができる。香料を添加する場合、香料を９０％以上のエタ
ノールに溶解させた香料液中に乾燥後の葉を所定時間浸すことにより香料を添加すること
ができる。葉は、溶剤での洗浄によって有害物質及び発癌物質が除去されていることで、
ここで添加される香料は、その香りをより強調することができる。このとき、水分を添加
し、水分を調整することもできる。
【００１７】
　本発明のタバコ葉は上述の通り製造できる。この製造工程で、溶剤によって葉を洗浄す
ることで、葉に含まれる有害物質及び発癌物質をタバコ葉から除去することができる。こ
れにより、製造されるタバコ葉に含まれる有害物質及び発癌物質の量が減少する。したが
って、このタバコ葉を使用して製造されたタバコは、喫煙により発生する煙に含まれる有
害物質及び発癌物質の量が従来のタバコに比べて減少するため、喫煙者及び喫煙者の周囲
の人が摂取する量も少なくなる。また、煙を吸着する吸着能のあるチャコールフィルタを
併用することで、有害物質及び発癌物質の摂取量をさらに減少させることができる。
【００１８】
　この有害物質及び発癌物質の摂取量が減少することで呼吸器系をはじめとする癌の発症
率の低下が期待できる。また、このタバコを喫煙すると、従来喫煙者が口や鼻やのどに感
じていたヤニによる不快感が緩和され、従来のタバコと比べてタバコ本来の風味を味わう
ことができるとともに、ニコチン中毒からの解放も期待される。
【００１９】
　本発明のタバコ葉の製造方法では、図２のように、裁刻された葉の溶剤による洗浄の前
に、裁刻された葉を水で洗浄してもよい。比較的不純物の少ない水に裁刻された葉を所定
時間浸漬する。これにより、葉に含まれる水溶性の有害物質及び発癌物質を溶出除去する
ことが可能となる。
【００２０】
　所定時間浸漬後、葉を引き上げ、付着した水を除去する。この脱水工程では、遠心濾過
器を使用することができる。この遠心濾過器を使用することで、浸漬後の葉から水を迅速
に除去することができる。そして、脱水を行った後、溶剤に浸漬して溶剤での洗浄を行う
。このように、溶剤による洗浄の前に裁刻された葉を水で洗浄することにより、より多く
の有害物質及び発癌物質を除去することができる。
【実施例】
【００２１】
　以下、本発明の実施例を示すが、本発明は、これに限定されるものではない。
【００２２】
［実施例１］９０％エタノール水溶液で洗浄されたタバコ葉によるタバコ
　市販されているタバコ（マイルドセブン（登録商標）エクストラライト）から取り出し
た葉５０．１ｇを９０％エタノール水溶液５００ｍｌに、室温下、２日間浸漬させた。そ
の後、遠心濾過器（株式会社コクサン製）により、葉からエタノールを分離させた。脱エ
タノールした葉を室温で３日以上放置し、乾燥させた。乾燥後、タバコ葉の重量は３８．
３ｇ（約７６％）であった。タバコ葉が１本あたり０．５５ｇとなるように、乾燥したタ
バコ葉を手巻き器によって巻き上げ、吸着能の無いフィルタを使用して実施例１のタバコ
とした。
【００２３】
［実施例２］９９．５％エタノール水溶液で洗浄されたタバコ葉によるタバコ
　実施例１と同じ葉を使用し、溶剤として９０％のエタノール水溶液の代わりに９９．５
％のエタノールを使用した。実施例１と同様の方法でタバコを製造し、吸着能の無いフィ
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ルタを使用して実施例２のタバコとした。
【００２４】
［実施例３］５０％エタノール水溶液で洗浄されたタバコ葉によるタバコ
　実施例１と同じ葉を使用し、溶剤として９０％のエタノール水溶液の代わりに５０％の
エタノールを使用した。洗浄、乾燥処理後、水分を調整し、洗浄前の葉と同じ重量にして
、吸着能のあるチャコールフィルタを使用して実施例３のタバコとした。
【００２５】
［実施例４］９０％エタノール水溶液で洗浄されたタバコ葉によるタバコ
　実施例１と同様にタバコ葉を製造し、吸着能のあるチャコールフィルタを使用して実施
例５のタバコとした。
【００２６】
［比較例］非洗浄のタバコ
　比較のために、市販されているタバコ（マイルドセブン（登録商標）エクストラライト
）から取り出した葉を使用した。葉が１本あたり０．６ｇとなるように、葉を手巻き器に
よって巻き上げ、吸着能のあるチャコールフィルタを使用して比較例のタバコとした。
【００２７】
　実施例１乃至３のタバコの煙に含まれるニコチン、タール、Ｎ－ニトロソジメチルアミ
ン、ベンゾ（ａ）ピレンの重量の測定方法について以下に示す。
【００２８】
　タバコの吸煙は、予め秤量したガラス繊維濾紙（ＡＤＶＡＮＴＥＶ、ＧＢ－１００Ｒ、
４７ｍｍ）を金属製ホルダに装着し、所定本数分のタバコの煙を吸着捕集させた。そして
、捕集後のガラス繊維濾紙を秤量し、捕集前後のガラス繊維濾紙の重量の差を全粒子物質
の重量とした。そして、ガラス繊維濾紙をジクロロメタン（関東化学）で超音波抽出し、
抽出液を濃縮して全量が１０ｍｌの抽出液とした。
【００２９】
　ニコチンの測定には、タバコ２本を吸煙して、吸着捕集された抽出液を使用した。抽出
液０．１ｍｌに内標準物質としてビフェニル－ｄ１０（関東化学　環境分析用）５０ｎｇ
添加し、ニコチン濃度測定用試料溶液とした。ニコチン濃度測定には、ガスクロマトグラ
フ質量分析計（サーモエレクトロン株式会社製　Ｔｒａｃｅ２０００　Ｕｌｔｒａ）を使
用してタバコ１本あたりのニコチンの重量を測定した。
【００３０】
　タール量は、ガラス繊維濾紙に付着した全粒子物質の重量からニコチンの重量を差し引
いて、タバコ１本分のタール量を算出した。
【００３１】
　Ｎ－ニトロソジメチルアミンの測定には、タバコ１０本分を吸煙して、吸着捕集された
抽出液を使用した。抽出液０．１ｍｌに内標準物質としてナフタレン－ｄ８（関東化学　
環境分析用）５０ｎｇ添加し、Ｎ－ニトロソジメチルアミン濃度測定用試料溶液とした。
Ｎ－ニトロソジメチルアミン濃度測定には、ガスクロマトグラフ質量分析計（サーモエレ
クトロン株式会社製　Ｔｒａｃｅ２０００　Ｕｌｔｒａ）を使用してタバコ１本あたりの
Ｎ－ニトロソジメチルアミンの重量を測定した。
【００３２】
　ベンゾ（ａ）ピレンの測定には、タバコ１０本分を吸煙して、吸着捕集された抽出液を
使用した。抽出液５ｍｌに内標準物質としてベンゾ（ａ）ピレン－ｄ１２（ＣＩＬ（Ｃａ
ｍｂｒｉｄｇｅ　Ｉｓｏｔｏｐｅ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ）社製）５０ｎｇ添加した
後、濃縮し、ヘキサン転溶した。このヘキサン溶液を、シリカゲルカラムに注加した。ヘ
キサン１５ｍｌで洗浄した後、５％アセトン含有ヘキサン１００ｍｌで溶出した。溶出溶
液を濃縮し、ベンゾ（ａ）ピレン測定用試料溶液とした。ベンゾ（ａ）ピレン濃度測定に
は、ガスクロマトグラフ質量分析計（サーモエレクトロン株式会社製　Ｔｒａｃｅ２００
０　Ｕｌｔｒａ）を使用してタバコ１本あたりのベンゾ（ａ）ピレンの重量を測定した。
【００３３】
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　実施例１、実施例２及び比較例のタバコは、ニコチン、タール、Ｎ－ニトロソジメチル
アミン、ベンゾ（ａ）ピレンについて測定し、実施例３のタバコは、Ｎ－ニトロソジメチ
ルアミンの測定を行った。その結果を表１に示す。
【００３４】
【表１】

【００３５】
　表１のように、実施例１及び実施例２のタバコは、比較例のタバコと比べて、ニコチン
が６４％～７０％、タールが１９％～２８％、ベンゾピレンが２２％～２７％減少した。
また、実施例１及び実施例２のタバコのＮ－ニトロソアミンは、比較例よりも高い数値で
はあるが、これは、チャコールフィルタを使用していないためであると考えられる。５０
％の濃度のエタノール水溶液を使用し、チャコールフィルタを併用した実施例３のタバコ
では、Ｎ－ニトロソジメチルアミンが検出限界である３．０ｎｇ以下であった。
【００３６】
　さらに、実施例４のタバコの主流煙及び副流煙に含まれるタール及びニコチンの量の測
定結果について以下に示す。
【００３７】
　実施例４のタバコの排煙を、点火部から立ち上る副流煙と、チャコールフィルタを通し
て吸入する主流煙とのそれぞれに分け、メタノールをトラップ液とした真空トラップによ
り採取した。そして、採取した主流煙と副流煙中に含まれるニコチン及びタールの量につ
いてＧＣ－ＭＳによって測定した。比較として比較例のタバコを使用して同様の測定を行
った。その結果を表２に示す。
【００３８】
　なお、ニコチンの量は、１０ｍｇ／Ｌのニコチン溶液を調製し、このニコチン溶液を標
準として使用し、ＧＣ－ＭＳのピーク面積比によって算出した。また、タールの量は、コ
ールタール（試薬グレード）を使用して、５０ｍｇ／Ｌのタール溶液を調製し、このター
ル溶液を標準として使用し、ＧＣ－ＭＳのピーク面積比によって算出した。その結果を表
２に示す。
【００３９】



(7) JP 2008-125498 A 2008.6.5

10

20

【表２】

【００４０】
　表２のように、チャコールフィルタを併用することにより、実施例４のタバコは、比較
例と比べてニコチンの量が主流煙で６９％、副流煙で７４％、タールの量が主流煙で３９
％、副流煙で１３％減少した
【００４１】
　以上の結果から、溶剤によって、葉自体の有害物質及び発癌物質の量が減少し、タバコ
葉を巻き上げて製造されたタバコの煙中の有害物質及び発癌物質が減少していることが判
明した。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明のタバコ葉の製造方法の一例を示す図である。
【図２】本発明のタバコ葉の製造方法の別の一例を示す工程図である。
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